
瑛介くん（右）翔くん（左）と笑顔で

　

９
月
定
例
会
は
、
前
年
度
の
決
算

審
査
を
行
う
た
め
に
議
会
の
会
期
が

長
く
、
議
員
も
執
行
部
も
緊
張
の

日
々
が
続
く
。

　

町
の
執
行
部
と
議
会
は
、
安
全
走

行
の
た
め
の
自
動
車
の
デ
フ
ギ
ャ
ー

（
差
動
装
置
）
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
車
の
両
輪
と
言
わ
れ
る
。
よ
り
良

い
方
向
に
進
む
た
め
に
は
多
様
な
考

え
を
調
整
す
る
こ
と
が
大
切
だ
か
ら

で
あ
る
。

　

初
め
て
の
18
歳
選
挙
権
が
行
わ
れ

た
参
院
選
か
ら
３
ヶ
月
。
「
合
区
」

に
し
て
も
１
票
の
格
差
の
「
違
憲
状

態
」
と
の
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
。

　

議
会
制
民
主
主
義
の
根
幹
に
か
か

わ
る
選
挙
制
度
こ
そ
早
急
に
解
決
す

べ
き
議
会
人
の
課
題
で
あ
る
。

　
日
南
小
学
校
５
年
生（
26
名
）は
、

総
合
学
習
の
時
間
に
、足
羽
邦
穂
さ

ん（
霞
）の
田
ん
ぼ
を
お
借
り
て
毎
年

も
ち
米
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
田
植
え
、稲
刈
り
、脱
穀
。冬
に
は

餅
つ
き
や
お
こ
わ
を
つ
く
り
ま
す
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長　

久
代　

安
敏

　
　
　

副
委
員
長　

足
羽　
　

覚

　
　
　

委　
　

員　

大
西　
　

保

　
　
　
　

 

〃　
　

  

近
藤　

仁
志

　
　
　
　

 

〃　
　

  

福
田　
　

稔

健
太
郎
さ
ん
19
歳
の
時
、
平
成
20
年

「
き
こ
り
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
て
一
週

間
ほ
ど
日
南
町
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ

し
て
21
年
ゆ
き
ん
こ
村
で
の
交
流
会
に

も
参
加
、
そ
の
席
で
ア
ッ
プ
フ
ァ
ー
ム

高
橋
代
表
か
ら
仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ

な
い
か
と
懇
願
さ
れ
22
年
3
月
に
移
住

し
ま
し
た
。
27
年
よ
り
エ
コ
フ
ァ
ー
ム

細
屋
に
就
職
先
は
変
わ
り
ま
し
た
が
米

作
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

か
お
り
さ
ん
22
年
7
月
健
太
郎
の
お
母

さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
と
「
隠
岐
ツ
ア
ー
」

に
参
加
、
途
中
日
南
町
に
立
ち
寄
っ
た

の
が
最
初
の
出
会
い
で
す
。

健
太
郎
さ
ん
僕
が
一
目
惚
れ
し
ま
し
た
。

帰
っ
て
か
ら
は
電
話
で
猛
ア
タ
ッ
ク
。

か
お
り
さ
ん
前
か
ら
都
会
は
窮
屈
と
考

え
て
い
た
部
分
も
あ
り
、
米
作
り
の
で

き
る
人
っ
て
か
っ
こ
い
い
ナ
と
か
、
仕

事
で
こ
ん
が
り
日
焼
け
し
て
活
き
活
き

暮
ら
し
て
い
る
姿
に
憧
れ
る
よ
う
に
な

り
24
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。

健
太
郎
さ
ん
皆
が
不
便
と
感
じ
る
事
が

我
々
は
逆
で
、
繁
華
街
・
レ
ス
ト
ラ

ン
・
コ
ン
ビ
ニ
が
遠
い
と
、
諦
め
る
と

い
う
選
択
肢
が
あ
る
事
に
気
付
い
た
ん

で
す
。

か
お
り
さ
ん
都
会
、
田
舎
と
も
良
い
面
、

悪
い
面
有
る
け
ど
、
何
を
優
先
し
て
暮

ら
す
か
考
え
た
と
き
、
私
た
ち
の
価
値

観
は
い
な
か
に
あ
り
ま
し
た
。
人
と
の

繫
が
り
が
目
に
見
え
て
出
来
て
行
く
の

が
嬉
し
い
し
、
楽
し
い
。

健
太
郎
さ
ん
日
南
で
の
子
育
て
は
補
助

が
手
厚
く
大
変
有
難
い
。
た
だ
、
バ
ス

で
友
達
の
所
に
遊
び
に
行
く
姿
は
不
安

に
感
じ
る
。

か
お
り
さ
ん
小
児
科
が
な
い
の
は
仕
方

な
い
。
そ
れ
よ
り
大
自
然
の
中
で
五
感

を
フ
ル
活
用
し
て
体
の
土
台
作
り
が
で

き
る
方
が
貴
重
、
都
会
の
お
母
さ
ん
は

結
構
孤
独
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
で

は
泣
か
す
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
で
す
。

こ
っ
ち
で
は
泣
い
て
い
た
ら
隣
の
お
ば

さ
ん
の
方
が
心
配
し
て
く
れ
る
。
保
育

料
の
無
料
に
も
都
会
の
人
は
ビ
ッ
ク
リ
、

憧
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
町
と
言
っ
た
イ
ン

パ
ク
ト
あ
る
事
を
も
っ
と
宣
伝
し
て
女

性
を
呼
び
込
む
こ
と
が
必
要
で
は
。

健
太
郎
さ
ん
大
き
な
公
園
が
有
っ
た
ら

と
思
う
、
木
の
町
の
特
性
を
活
か
し
た

木
の
遊
具
を
揃
え
た
他
に
な
い
公
園
が

い
い
ナ
、
近
隣
か
ら
も
来
て
貰
え
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。

か
お
り
さ
ん
道
の
駅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

働
い
て
い
ま
す
が
、
道
の
駅
に
来
ら
れ

る
の
が
目
的
で
な
い
方
も
お
ら
れ
る
の

で
、
何
か
の
つ
い
で
の
方
策
も
考
え
な

い
と
。

健
太
郎
さ
ん
米
の
作
り
手
が
い
な
く

な
っ
た
時
、
若
者
に
負
担
が
来
る
。
都

会
で
か
つ
て
の
自
分
み
た
い
に
く
す

ぶ
っ
て
い
る
若
者
を
呼
び
寄
せ
た
い
。

か
お
り
さ
ん
移
住
者
の
受
け
入
れ
に
協

力
で
き
る
こ
と
が
有
っ
た
ら
手
伝
い
た

い
。

　

移
住
者
目
線
で
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト

を
リ
レ
ー
す
る
シ
ス
テ
ム
作
り
が
出
来

た
ら
い
い
ナ
、
何
に
困
っ
た
か
、
何
が

役
立
っ
た
か
を
伝
え
た
い
。
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健
太
郎
さ
ん
・
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お
り
さ
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︵
福
万
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︶

優
先
す
る
共
通
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価
値
観
が
日
南
に
あ
っ
た
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人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
同
意

後
藤
厚
見
（
上
石
見
）

任
期
は
平
成
29
年
４
月
１
日
〜

平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の
３

年
間

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
同
意

丸
山
栄
人
（
三
吉
）

足
羽
一
成
（
霞
）

足
立
福
子
（
阿
毘
縁
）

任
期
は
平
成
28
年
10
月
31
日
〜

平
成
31
年
10
月
30
日
ま
で
の
３

年
間

財
産
の
取
得

グ
ラ
ッ
プ
ル
・
ウ
イ
ン
チ
付

バ
ッ
ク
フ
ォ
ー

契
約
金
額　

1
0
，6
9
2
千
円

相
手
方　

福
田
建
機
日
南
営
業
所

所
長　

角
田
清

財
産
の
取
得

町
営
バ
ス
（
中
型
）

契
約
金
額　

1
8
，5
4
3
千
円

相
手
方　

鳥
取
西
部
農
協

代
表
理
事
組
合
長　

谷
本
晴
美

町道・奥粟谷線の落石現場

高性能林業機械で実習する研修生

9月定例会
9月7日～9月30日(24日間)

新石見小水力発電所 改修工事費可決新石見小水力発電所 改修工事費可決

　

日
南
町
議
会
の
９
月
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
３０
日
ま
で
の
２４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
初
日
に
行
わ

れ
た
一
般
質
問
に
は
２
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
改
正
、
補
正
予
算
、
平
成
２７
年
度
決
算
認
定
な
ど
全
議
案
が
原
案
通
り
可

決
成
立
し
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
の
状
況
に
つ
い
て
は
「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
の
審
査
報
告
を
載
せ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　タ ウ ン ズ ネット 管 理 運 営

予 防 衛 生 一 般 事 務

畜 産 振 興 対 策 事 業

道路維持管理事業（下の写真）

青 少 年 健 全 育 成 事 業

農業集落排水一般管理業務

特定地域生活排水処理一般管理業務

11,500

480

3,696

30,000

272

4,000

4,000

介護保険特別会計・保険給付事務

▲11,000

▲15,309

▲2,000

ちゃんねる日南などの地域番組のハイビジョン化対応のため、
光伝送装置の設置を整備する
平成28年10月1日よりB型肝炎ワクチンの接種が任意接種から
定期予防接種に移行されたことによる公費助成
鳥取和牛振興総合対策事業により、担い手の増頭に対する和
牛6頭の導入に、県と町で2/３を補助する
落石危険個所(60ヵ所)に警戒標識の看板を順次設置する
宮田飛時原線の設計委託料

日南町スポーツ少年団の派遣費補助(学童軟式野球)

公営企業会計移行にともなう固定資産整理に係る経費の追加

居宅介護サービス給付費の見込み額の減による

地域密着型介護サービス給付費の見込み額の減による

介護予防サービス給付費の見込み額の減による

事業内容 説　　　　明金額
（千円）

補正予算のおもなもの補正予算のおもなもの 4,800万円4,800万円

議
決
し
た

 

お
も
な
も
の

　新石見小水力発電所は、修繕のための設計を終
え、導水路の暗渠化(150ｍ)やヘッドタンクの改
良などの工事が予算化され、来年度の早い時期に
発電が開始できるよう工事をすすめることが決ま
りました。

修繕工事の概略図

取水口（九塚川）

④余水吐き（更新）     

⑤水位計の設置   

③余水吐き（改良）    

 150m 

発電所

余水路（石見川へ）    

②導水路（暗渠化）    

①ヘッドタンク（改良）    

災害発生現場！   
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決算認定 議案を可決決算認決算認決算認決算認平成27年度

9月定例会に提案された、平成27年度の普通会計などの決算認定議案は、  各会計ごとに賛否が分かれましたが、全議案が認定可決されました。（10ページ参照）

一般会計決算認定の討論会     　計    　別

総　収　益
総　費　用
純　利　益

10億8,726万0千円
10億8,691万4千円

34万6千円

借金（企業債残高）
貯金（利益剰余金）

8億4,315万4千円
34万6千円

収益的収支
（税抜き後）

各会計の決算状況

普通会計歳出普通会計歳入

日南町病院事業決算状況（平成 28年３月３１日現在）

79億9,213万5千円

8億1,075万6千円

3億5,729万1千円

2億3,218万7千円

10億5,407万0千円

1億8,097万2千円

9,435万4千円

555万1千円

107億2,731万6千円

74億8,805万8千円

8億941万0千円

3億5,246万2千円

2億2,851万0千円

10億1,854万4千円

1億8,097万2千円

9,408万2千円

353万4千円

101億7,557万2千円

5億407万7千円

134万6千円

482万9千円

367万7千円

3,552万6千円

0円

27万2千円

201万7千円

5億5,174万4千円

差引残額決　    　　算
収入済額 支出済額

  先ごろの障害者施設の悲惨な事件を見て
も人権問題は依然色濃く残っており、人権
尊重の町として人権施策の積極的な取り組
みは歓迎する。児童生徒のシアトル派遣事
業において、外国から日本を見る経験は、将
来を担う人材を育てる観点から大きな意義
がある。また、予算に沿って適正に執行され
ている。

反対 久代安敏議員惠比奈礼子議員賛成
　人権施策の予算執行の経緯は、行財政改
革の中でタブー視されてきたもので適正とは
言い難い。菅ヶ谷ブロイラーの移管問題も、
決算、予算審議で度々指摘してきたにも関わ
らず進捗が見られない。シアトルへ児童生
徒の派遣事業は10名という限られたもので
あり、全ての子供が対象となるお金の使い
方を考えるべき。

普 通 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

　 合 計 　

各会計の決算状況各会計の決算状況

総務費
14億3,259万3千円
19.13% (41.31)

議会費

%は構成比、
（　　）の数字は対前年度比

8,249万4千円
1.10%（11.17）

労働費
0円
0.00%（－）

民生費
11億3,037万6千円
15.11%(2.83)

衛生費
10億2,220万9千円
13.65%(15.93)

農林水産業費
12億7,004万3千円
16.96%(4.54)

商工費
4,262万4千円
0.57%（70.13）

土木費
5億9,170万3千円
7.90%（28.36）

消防費
2億3,584万4千円
3.15%（78.77）

教育費
8億7,417万5千円
11.67%（133.58）

災害復旧費
4,141万5千円
0.55%（△53.05）

公債費
7億6,458万2千円
10.21%（△6.05）

町債
14億9,280万円
18.68%（264.19）

15億9,199万7千円
19.92%（△6.76）

国庫支出金
4億8,295万3千円
6.04%（44.90）

県支出金
8億5,621万5千円
10.71%（1.62）

その他
2億1,920万3千円
2.74%（△14.64）

諸収入
3億5,026万5千円
4.38%（11.10）

地方交付税
33億9,803万4千円

42.52%(1.65)

地方譲与税等
1億7,013万6千円
2.14%（35.62）

町税
4億3,905万9千円
5.49%（△3.18）

繰越金
5億8,347万円
7.30%（△14.43）

歳入総額
79億9,213万5千円
100%(18.20)

歳出総額
74億8,805万8千円
100%(21.20)

依存財
源

自
主

財源
 

64億13万8千円  80.08%
(26
.63

)  

にちなん議会だより　 平成28年10月発行　No.145

－4－－5－



行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

３
．
未
収
金
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
決
算
に
お
い
て

未
収
金
が
全
会
計
の
合
計
額
で

前
年
度
比
、
４
，６
２
２
千
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
会
計
に
お
い
て
は
３
，

２
１
１
千
円
の
増
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
町
税
が
２
，
１
０
４
千

円
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
町
税

の
６
割
を
占
め
る
固
定
資
産
税

は
１
，
８
７
１
千
円
で
あ
る
。

滞
納
者
の
う
ち
３
割
の
人
が
町

外
の
人
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は

年
々
増
加
し
て
い
く
と
思
わ
れ

る
の
で
そ
の
抜
本
的
対
策
が
急

が
れ
る
。

　

ま
た
、
使
用
料
及
び
手
数
料

で
は
住
宅
使
用
料
が
目
立
っ
て

お
り
６
５
９
千
円
の
増
と
な
っ

方
公
会
計
の
整
備
に
つ
い
て
」

総
財
務
第
14
号
）
に
基
づ
き
、

本
町
に
お
い
て
も
平
成
27
年
度

に
、
６
，４
４
８
千
円
を
か
け
固

定
資
産
台
帳
（
1
3
，１
４
０

件
に
及
ぶ
資
産
）
の
整
備
が
行

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
の
現
金
主
義
・
単
式
簿

記
に
お
い
て
は
現
金
の
フ
ロ
ー

（
移
動
）
は
厳
格
に
記
録
さ
れ

て
い
る
が
、
現
金
以
外
の
資
産

や
負
債
の
ス
ト
ッ
ク
情
報
が
欠

如
し
て
い
る
た
め
発
生
主
義
・

複
式
簿
記
に
よ
り
現
金
主
義
を

補
完
す
る
と
い
う
位
置
付
け
で

あ
る
。

　

整
備
さ
れ
た
固
定
資
産
台
帳

に
基
づ
き
、
国
が
求
め
て
い
る

４
つ
の
財
務
書
類
、
貸
借
対
照

表
・
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
（
損

益
計
算
書
）
・
資
産
収
支
計
算

書
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ―

計

算
書
）
・
純
資
産
変
動
計
算
書

（
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
）

を
作
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

が
、
複
式
簿
記
、
企
業
会
計
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
、
情

報
利
用
者
に
有
用
な
情
報
が
提

供
で
き
る
よ
う
万
全
の
準
備
を

制
度
を
続
け
る
か
ど
う
か
も
含

め
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

４
．
企
画
一
般
管
理
事
務　

鳥

取
大
学
と
の
連
携
事
業
に
つ

い
て

　

単
な
る
学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
場
所
提
供
で
は
な
く
、

日
南
町
と
し
て
希
望
す
る
調
査

研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
一
年

限
り
で
な
く
継
続
し
た
取
り
組

み
を
求
め
た
い
。
大
学
と
の
日

程
調
整
等
が
主
な
業
務
で
あ
る

職
員
派
遣
は
必
要
な
い
。

５
．
環
境
保
全
対
策
事
業
に
つ

い
て

　

環
境
審
議
会
は
環
境
施
策
を

調
査
審
議
す
る
重
要
な
機
関
で

あ
る
が
、
年
１
回
し
か
開
催
さ

れ
て
い
な
い
。
環
境
基
本
計
画

及
び
環
境
実
行
計
画
の
着
実
な

推
進
の
た
め
に
審
議
の
充
実
を

求
め
る
。

　

環
境
立
町
推
進
協
議
会
へ
支

事
業
実
施
状
況
の
記
載
と
な
っ

て
い
る
。
成
果
指
標
の
達
成
度

を
例
え
ば
A
B
C
で
表
す
な
ど

評
価
欄
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、C
h
e
c
k（
検
証・評
価
）

を
明
確
化
で
き
、
次
年
度
以
降

の
事
業
計
画
を
A
c
t
i
o
n

（
改
善
）す
る
こ
と
が
容
易
と
な

る
。
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
確

立
し
、
有
効
な
予
算
執
行
を
行

う
た
め
に
も
調
書
の
改
善
を
求

め
た
い
。

３
．
観
光
振
興
対
策
事
業
に
つ

い
て

　

地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

か
ら
新
し
い
企
画
の
提
案
が
さ

れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
活
動

に
地
域
的
な
偏
り
が
み
ら
れ
る
。

総
て
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に

積
極
的
に
出
向
い
て
活
動
を
さ

れ
た
い
。

　

ま
た
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
業
務
が
観
光
に
重
点
を

置
く
も
の
で
良
い
の
か
、
こ
の

１
．
組
織
管
理
に
つ
い
て

　

平
成
26
・
27
年
度
に
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
の
合
併

浄
化
槽
及
び
新
規
加
入
者
の
下

水
道
料
金
の
調
定
が
な
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
債
権

が
未
収
に
な
る
と
い
う
事
案
が

発
生
し
た
。
併
せ
て
一
般
会
計
、

住
宅
費
の
入
居
、
退
去
に
関
す

る
不
適
切
な
事
務
処
理
に
よ
り

敷
金
返
還
の
遅
延
、
修
繕
費
用

の
未
精
算
等
の
不
都
合
も
生
じ

て
い
る
。

　

ま
た
、
教
育
費
の
遺
跡
詳
細

分
布
事
業
に
お
い
て
は
、
ず
さ

ん
な
事
務
処
理
の
為
損
害
賠
償

の
支
払
い
と
い
う
事
態
に
ま
で

発
展
し
て
い
る
。
課
・
室
・
係

と
い
う
組
織
は
、
チ
ー
ム
と
し

て
仕
事
を
推
進
す
る
た
め
の
制

度
で
あ
り
、
今
一
度
、
原
点
に

立
ち
返
っ
て
全
職
員
が
信
頼
さ

れ
る
公
務
員
と
し
て
職
務
の
遂

行
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
．
地
方
公
会
計
の
導
入
に
つ

い
て

　

平
成
27
年
1
月
23
日
付
の

（
「
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
地

１
．
未
収
金
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
一

部
、
日
南
病
院
事
業
会
計
に
お

い
て
前
年
度
に
比
べ
未
収
金
が

増
加
し
て
い
る
。
「
町
税
等
未

収
金
取
り
組
み
会
議
」
は
年
１

回
し
か
開
催
さ
れ
て
お
ら
ず
積

極
的
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い

な
い
。
未
収
金
が
増
加
す
れ
ば

適
切
に
納
付
し
て
い
る
町
民
に

対
し
て
公
平
性
を
欠
く
事
は
も

ち
ろ
ん
納
税
意
欲
に
も
悪
影
響

を
及
ぼ
す
事
が
懸
念
さ
れ
る
。

「
町
税
等
未
収
金
取
り
組
み
会

議
」
に
お
い
て
対
策
を
検
討
・

実
行
し
、
未
収
金
減
少
の
実
績

を
求
め
た
い
。

２
．
主
要
施
策
の
成
果
及
び
財

産
に
関
す
る
調
書
に
つ
い
て

　

監
査
意
見
に
お
い
て
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
現
在
の
調
書
で

は
D
o（
実
行
）と
C
h
e
c
k

（
検
証
・
評
価
）が
一
つ
に
な
り

出
さ
れ
て
い
る
補
助
金
の
使
途

は
、
協
議
会
本
来
の
活
動
趣
旨

と
は
言
え
な
い
。
環
境
学
習
と

実
践
を
広
く
町
民
に
啓
発
し
て

い
く
た
め
に
、
き
め
細
や
か
で

地
道
な
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。

活
動
内
容
の
見
直
し
と
住
民
主

体
の
組
織
へ
改
革
す
べ
き
で
あ

る
。

　

「
ま
め
な
水
」
を
平
成
23
年

度
か
ら
年
間
３
０
０
０
本
製
品

化
し
、
平
成
27
年
度
ま
で
の
販

売
分
が
約
５
５
０
０
本
、
視
察

等
利
用
分
が
７
１
０
０
本
と

な
っ
て
い
る
が
、
中
途
半
端
な

活
用
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
廃
止

を
含
め
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

６
．
林
業
一
般
管
理
事
務　

日

南
町
山
村
情
報
事
業
業
務
委

託
料
に
つ
い
て

　

N
P
O
法
人
へ
山
村
情
報
事

業
業
務
を
委
託
さ
れ
て
い
る
が
、

山
林
情
報
収
集
は
電
話
調
査
10

件
、
訪
問
調
査
７
件
の
み
で
あ

り
、
十
分
な
調
査
と
は
言
え
な

い
。
ま
た
林
業
・
地
域
情
報
の

発
信
の
た
め
「
日
南
の
森
だ
よ

り
」
を
毎
月
発
行
し
て
い
る
が

年
間
発
送
部
数
は
約
３
０
０
部

程
度
で
あ
る
。
事
業
目
的
を
達

成
す
る
た
め
委
託
を
見
直
す
べ

き
で
あ
る
。

て
い
る
。

　

特
別
会
計
に
お
い
て
は
国
民

健
康
保
険
税
１
，
１
１
８
千
円
、

水
道
料
４
２
２
千
円
、
下
水
道

料
・
分
担
金
７
２
５
千
円
と
そ

れ
ぞ
れ
未
収
が
増
加
し
て
い
る
。

　

病
院
事
業
会
計
の
患
者
負
担

未
収
金
も
４
０
９
千
円
の
増
と

な
っ
て
い
る
。

　

町
税
に
お
い
て
は
徴
収
率

99
・
１
％
と
高
い
も
の
の
、
過

年
度
分
11
・
７
％
と
低
く
、
国

民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
も
現

年
度
分
97
・
４
％
、
過
年
度
分

15
・
９
％
と
、
町
税
と
同
じ
傾

向
に
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
町
税
や
使

用
料
等
は
行
政
運
営
の
原
資
で

あ
り
、
公
平
、
公
正
、
確
実
に

収
納
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日南町の借金・貯金はどれだけある？
平成27年度末の日南町の借金は、82億5,582万円あります。
（一般会計、特別会計の合計額。ただし、病院事業会計は除く）
貯金（基金）は、55億3,448万円あります。町民１人あたり
で計算すると、借金は1,646,553円です。  
町民１人あたりの貯金は1,103,801円となります。
（人口は平成28年3月31日現在5,014人） 

借金（地方債残高）
単位：億円 貯金（基金）

0 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

20

40

60

80

100

120

　日南町の財政は黒字経営であり、将来負担額（8,874,738千円）に対して充当可能財源（11,827,546千円）あり充当可能財源が上回っている
ため、借入金の返済も将来財政を圧迫する可能性は低いということになります。         
　また、簡易水道事業、農業集落排水事業、日南病院事業、各会計共黒字経営となっております。         

比率名
実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実 質 公 債 費 率
将 来 負 担 比 率
資 金 不 足 比 率

比率の内容
一般会計、特別会計（公営事業会計を除く）   246,979千円の黒字     
上記会計+公営事業・企業会計+病院事業 2,381,937千円の黒字     
借入金の返済額の大きさを指標化し資金繰りの危険度（25％以下）     
借入金残高が将来財政を圧迫する可能性の度合い     
公営企業の経営状態の度合い     

２７年度

黒字で良好

９.８％で良好
△１０６．８％
資金不足なし

決
算
審
査
意
見

決
算
審
査
意
見

平
成
27
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
監
査
委
員
意
見（
要
旨
）は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

代
表
監
査
委
員
　
石 

川
　
　 

賢

監 

査 

委 

員
　
近 

藤
　
仁 

志

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
の
審
査
を
す
る
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

（
議
員
全
員
で
構
成
、委
員
長
・
山
本
芳
昭
、副
委
員
長
・
久
代
安
敏
）

　

9
月
9
日
か
ら
21
日
ま
で
の
間
で
詳
細
な
審
査
を
行
い
、そ
の
結
果
、い
ず
れ
の
決

算
議
案
も
次
の
意
見
を
付
し
て
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

平成２７年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

未収金の状況 (単位：千円)

2,104
89

1,871
144
44

△ 90
542
659
12

△ 134
96

3,233
1,118
422
725

△ 502
0
0

△ 309
1,454
409
5,096

※督促手数料は除く

16,757
3,211
12,151
1,395

0
667
0

3,165
98

11,735
241

32,663
11,321
2,477
1,397
2,337
512
54
144

18,242
7,860
58,765

18,861
3,300
14,022
1,539
44
577
542
3,824
110

11,601
337

35,896
12,439
2,899
2,122
1,835
512
54

△ 165
19,696
8,269
63,861

 町　　　　　　　　　税
　　町　　　民　　　税
　　固　定　資　産　税
　　軽　自　動　車　税
 社 会 福 祉 費 負 担 金  
 児童福祉費負担金(保育料) 
 道 路 使 用 料  
 住 宅 使 用 料
 定住促進施設使用料  
 住宅新築資金等貸付金 
 雑　　　　　　　　　入 
　　　　 合 計 
 国 民 健 康 保 険 税  
 水 道 料 金  
 下 水 道 料 金・分 担 金  
 介 護 保 険 料  
 介護サービス自己負担金 
 (介護サービス)施設使用料 
 後期高齢者医療保険料 
　　　    合 計 

一
般
会
計

特
別
会
計

項目 H27年度 H26年度 増減

病院事業会計(患者負担金)
総　合　計

内
訳
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第三者評価委員会（8月19日）

H27年度Ｕ・Ｉターン者年齢・男女別構成

大西　保議員久代安敏議員

問問 平成27年度総合戦略の結果を見て、
　　　　どのような指示をしたのか

お互いの課できちんと連携しながら
　　　　進めるようにと指示をした

答答

問問 評価委員会に提出された意見を
　　   どう政策に反映するのか

事業の相関性をはっきりさせ
職員が何をやるべきかを明確に

答答

問問

問問

問問 答答

答答

答答答答 答答

答答

9
6

10歳未満

3
4

10代

10
19

20代

11
19

30代

6
6

40代

2
3

50代

2
5

60代

1
1

70代

4
0

80代

（人数）

20
18
16
14
12
10
8
6
4
2
0

　
　
　
日
南
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・

　
　
　
総
合
戦
略
の
評
価

①
27
年
度
の
達
成
値
及
び
自
己
判
定
を

見
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
た

の
か
。

②
特
に
課
題
と
思
わ
れ
る
「
具
体
的
な

内
容
」
の
項
目
に
つ
い
て
、
町
長
か

ら
何
ら
か
の
コ
メ
ン
ト
及
び
見
直
し

を
指
示
し
た
の
か
。

③
総
合
戦
略
第
三
者
評
価
委
員
会
の
委

員
は
、
何
名
な
の
か
。

　
　
　
増
原
町
長

①
事
業
実
施
１
年
目
の
今
の
段
階
で
、

既
に
事
業
状
況
に
差
が
出
て
い
る
。

一
つ
一
つ
の
事
業
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
所
が

あ
れ
ば
そ
う
で
な
い
所
も
あ
る
が
、

一
年
目
と
し
て
は
良
く
頑
張
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
。

　

日
南
町
の
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
４

つ
の
柱
か
ら
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

４
つ
の
柱
は
必
ず
実
現
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
進
ん
で
い
な
い
も
の
、

あ
る
い
は
K
P
I
が
達
成
出
来
て
い

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
問
題
点
を

は
っ
き
り
と
さ
せ
、
今
後
の
事
業
実

施
を
進
め
て
い
く
。

②
地
方
創
生
に
お
い
て
人
口
増
加
と
い

う
も
の
は
最
も
重
要
な
位
置
づ
け
で

あ
り
、
移
住
・
定
住
分
野
に
つ
い
て

は
特
に
意
見
を
付
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
K
P
I
の
目
標

値
の
是
正
と
、
取
組
内
容
そ
の
も
の

に
つ
い
て
の
軌
道
修
正
で
あ
る
。
Ｋ

Ｐ
Ｉ
の
目
標
値
で
Ｕ
タ
ー
ン
者
数
が

５
年
間
で
こ
の
度
30
人
と
低
い
設
定

値
で
策
定
時
よ
り
問
題
視
し
て
い
た
。

こ
の
度
目
標
値
を
上
げ
る
よ
う
指
示

を
し
た
。
全
般
的
な
指
示
と
し
て
は
、

お
互
い
の
課
で
き
ち
ん
と
連
携
を
し

な
が
ら
進
め
る
と
い
う
点
を
指
示
し

た
。

③
産
・
官
・
学
・
金
・
労
・
言
の
方
々

を
交
え
た
14
名
の
委
員
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
委
員
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
参
加
で
全
員
が
出
席
し
た
。

　
　
　
第
三
者
評
価
委
員
会
で
の

　
　
評
価
結
果

①
委
員
会
で
は
、
取
組
み
結
果
の
説
明

と
委
員
か
ら
の
意
見
や
提
言
が
あ
っ

た
が
、
委
員
会
と
し
て
の
評
価
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。

②
委
員
会
の
開
催
時
期
は
い
つ
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
た
の
か
。

③
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
年
度
毎
の
計

画
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
年
度
ご
と
の
数
値
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
中
村
副
町
長

①
初
め
て
の
会
で
時
間
が
足
ら
な
か
っ

た
。
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
き
委
員

か
ら
了
解
を
得
た
と
思
っ
て
い
る
。

議
決
ま
で
は
採
っ
て
い
な
い
。
次
回

に
検
討
す
る
。

　
　
　
山
中
専
門
監

②
計
画
で
は
４
か
ら
５
月
と
な
っ
て
い

た
が
、
取
り
ま
と
め
が
遅
れ
８
月
の

開
催
と
な
っ
た
。

③
年
度
毎
の
数
値
は
決
め
て
い
な
い
。

今
回
の
委
員
会
の
進
め
方
等
に
つ
き

問
題
点
が
あ
っ
た
の
で
、
終
了
後
に

す
ぐ
反
省
会
を
開
催
し
今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　
　
　
地
方
創
生

①
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に
基

づ
い
て
昨
年
8
月
20
日
に
策
定
さ
れ

た
「
総
合
戦
略
」
を
確
実
に
達
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
「
第
三
者
評
価
委

員
会
」
が
過
日
開
催
さ
れ
た
。
評
価

委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
内
容
と
、
委

員
か
ら
出
さ
れ
た
質
疑
、
意
見
を
ど

の
よ
う
に
政
策
に
反
映
す
る
の
か
。

②
日
南
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
2
0
4
0
年
ま
で

に
24
年
あ
る
が
、
日
南
町
の
人
口
が

減
少
し
て
来
た
理
由
と
創
造
的
過
疎

の
根
拠
と
な
る
計
画
は
あ
る
か
。

③
農
林
業
研
修
生
が
農
業
だ
け
で
は
大

変
厳
し
く
、
農
林
業
以
外
の
仕
事
を

し
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
状
況
で

安
定
し
て
生
活
で
き
る
施
策
は
あ
る

か
。

④
第
三
者
評
価
委
員
会
に
て
観
光
戦
略

を
検
討
さ
れ
た
の
か
。
文
化
・
芸
術

の
交
流
が
総
合
戦
略
に
か
け
て
い
る

の
で
は
。

⑤
5
年
間
の
計
画
見
直
し
点
検
が
必
要

で
は
。

⑥
総
合
戦
略
と
は
関
係
な
く
、
介
護
・

医
療
人
材
不
足
問
題
な
ど
、
近
々
の

問
題
を
早
急
に
解
決
し
て
安
心
・
安

全
の
町
に
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

　
　
　
増
原
町
長

①
主
と
し
て
は
、
複
数
あ
る
個
別
事
業

の
相
関
性
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
が
ら

進
め
て
い
く
と
い
う
点
で
あ
る
。
総

合
戦
略
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
整
理
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
あ
り
、
ま

ず
は
、
自
立
改
革
推
進
本
部
を
中
心

に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
相
関
性
を

は
っ
き
り
と
さ
せ
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ

が
何
を
や
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
点

を
明
確
に
し
、
お
互
い
に
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

②
人
口
が
減
っ
て
き
た
理
由
の
一
つ
に

日
南
町
の
産
業
構
造
が
あ
る
。
昭
和

30
年
代
に
山
で
食
え
な
く
な
っ
た
の

と
、
農
業
が
機
械
化
に
よ
り
、
人
手

が
い
ら
な
く
な
っ
た
。
も
う
一
つ
は

都
市
が
人
を
求
め
た
。
そ
れ
と
、
年

間
の
出
生
数
が
20
名
前
後
で
推
移
し
、

亡
く
な
る
方
が
1
3
0
人
位
で
差
し

引
き
1
1
0
名
位
の
自
然
減
が
当
面

続
く
が
、
現
在
U
I
タ
ー
ン
者
が
増

え
て
い
る

③
ト
マ
ト
加
工
を
し
て
、
6
次
化
は
難

し
い
。
農
業
・
林
業
プ
ラ
ス
Ｘ
を
広

く
提
供
。
た
と
え
ば
、
農
業
プ
ラ
ス

除
雪
で
成
り
立
っ
て
い
る
方
も
い
る
。

一
番
良
い
の
は
や
は
り
専
業
農
業
で

販
売
形
態
を
沢
山
持
つ
事
だ
。
今
農

林
研
修
生
が
定
着
し
て
も
ら
え
る
の

か
担
当
課
と
も
話
を
し
て
み
た
い
。

　
　
　
山
中
専
門
監

④
日
南
町
の
自
然
を
全
国
の
人
に
知
っ

て
貰
い
、
移
住
定
住
に
繋
げ
た
い
。

ま
た
、
観
光
の
趣
味
・
志
向
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
今
は
現
地
に
来

て
何
が
体
験
・
体
感
で
き
る
か
が
観

光
の
主
流
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
町
長

⑤
見
直
す
と
こ
ろ
は
見
直
し
て
、
予
算

を
使
え
る
物
に
は
し
っ
か
り
と
使
い

伸
ば
し
て
い
き
た
い
。

⑥
日
常
や
っ
て
い
る
仕
事
が
、
地
方
創

生
に
繋
が
っ
て
行
く
と
思
っ
て
い
る
。

鍵となる20代30代の
安全的な定住策（ ）
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議　　案　　名

平成28年度 補正予算

一般会計（第３号）

農業集落排水事業特別会計（第２号）

介護保険特別会計（第１号）

一般会計（第４号）

平成27年度 決算認定

一般会計

国民健康保険特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

病院事業会計

その他の議案

人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の
意見を求めることについて

固定資産評価審査委員の選任につき同意を
求めることについて（丸山栄人氏）

固定資産評価審査委員の選任につき同意を
求めることについて（足羽一成氏）

固定資産評価審査委員の選任につき同意を
求めることについて（足立福子氏）

財産の取得について（グラップル・ウインチ付
バックフォー購入）

財産の取得について（中型路線バス購入）

陳情

保育士の処遇改善並びに職員配置基準の引き
上げの緊急対応と財源確保を求める陳情書

決議

参議院選挙の合区の見直しに関する決議
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結果

村
上　

正
広

福
田　
　

稔

久
代　

安
敏

荒
木　
　

博

近
藤　

仁
志

坪
倉　

勝
幸

大
西　
　

保

山
本　

芳
昭

古
都　

勝
人

（
欠　

員
）

惠
比
奈
礼
子

足
羽　
　

覚

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。

賛成＝○　　反対＝×

（原案に対しての賛否）

　
政
務
調
査（
活
動
）費
と
は
、

地
方
議
会
議
員
に
、毎
月
の
議

員
報
酬
と
は
別
に
、「
議
会
の
審

議
能
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
」を

目
的
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
ご
と
に
条
例

を
制
定
し
て
交
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
って
い
ま
す
が
、

　

日
南
町
議
会
で
は
、議
員
報

酬
以
外
の
政
務
活
動
費
は
交
付

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、議
員
の
調
査
研
究
活

動
や
町
政
の
課
題
な
ど
に
資
す

る
た
め
に
、毎
年
あ
ら
か
じ
め
議

決
し
た
予
算
の
範
囲
内
で
先
進

地
へ
の
行
政
調
査（
議
会
だ
よ
り

「
行
政
調
査
報
告
」14
・
15
ペ
ー

ジ
）や
議
員
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
全
国
の
町
村
議
会
で
政
務
調

査
費
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し

て
い
る
の
は
、9
2
8
町
村
の
内

1
9
2
町
村（
20・7
%
）で
、議

員
一人
あ
た
り
の
交
付
額
は
月
額

換
算
で
平
均
約
一万
円
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、公
費
の
使

途
に
、虚
偽
や
不
正
は
地
方
議

会
人
と
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
す
。

件　　名 提　出　者 審　査　意　見 本会議
提出のあった陳情は、９月定例会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

請願・陳情の審査結果
9月定例会で、参院選挙区の合区見直しを求める決議を可決し、

国会や各政党議員に要請しました

保育士の処遇改善並び
に職員配置基準の引き
上げの緊急対応と財源
確保を求める陳情書

全国的な待機児童の問題や保育士の処遇改
善の要望は理解できるが、本町の保育行政
には馴染まない。

鳥取の保育を考える会
会長　石井由加利 趣旨採択

参議院選挙の合区の見直しに関する決議
　参議院の選挙制度は、いく度かの制度改正を経て、現在の選挙区選挙と比例代表選挙による選
挙が行われているが、地域代表としての各都道府県単位の選挙区という制度は堅持されてきてい
た。
　今般、憲政史上初めて都道府県を越えた合区による選挙が実施されたところであるが、意思形
成を図る上で都道府県が果たしてきた役割を考えたとき、都道府県ごとに集約された意思が参議
院を通じて国政に届けられなくなるのは非常に問題であるとともに、地方創生に逆行していると
の批判もあるところである。
　我が「鳥取県及び島根県選挙区」においては、過去最低の投票率となり、また、自県を代表す
る議員が出せなかったことなど、合区を起因とした弊害も顕在化したところである。
国においては、昨年の改正公職選挙法附則第7条において、「平成31年に行われる参議院議員の通
常選挙に向けて、参議院の在り方を踏まえて、選挙区間における議員1人当たりの人口の較差の是
正等を考慮しつつ選挙制度の抜本的な見直しについて引き続き検討を行い、必ず結論を得るもの
とする。」とされている。
　日南町議会は、この参議院選挙制度の抜本的見直しにあたっては、国と地方が一層連携を強
め、地方創生を推進していくためにも、単に人口の多寡にかかわらず、地方の意見を十分国政に
反映できる地方創生にふさわしい仕組みを構築すべきであり、合区を見直して都道府県単位によ
る代表が国政に参加することが可能な選挙制度とされるよう、強く要請する。
　以上、決議する。

9月定例会審議結果と議員ごとの賛否内訳9月定例会審議結果と議員ごとの賛否内訳

い
ま
問
題
に
な
っ
て
い
る

政
務
調
査
費
と
は…

あ
ら
か
る
と

あ
ら
か
る
と

議 会

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果

参議院選挙合区見直し決議
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総務教育常任委員会
調査及び報告事項 結果及び意見担当課

7月13日 教育課 日南小学校・中学校の学校
訪問

教育委員と小中学校の授業参観を行い、その後学校管理職を交
え意見交換を行った。

8月25日

9月16日

企画課

チャンネル日南のハイビジョン
化について

日南町、伯耆町、南部町の三町共同で行うハイビジョン化工事の
説明を受けた。

ICOCA（イコカ）の導入に
ついて 年内には生山駅でもICOCAが使用可能になるとの報告を受けた。

住民課 新石見小水力発電所水路復
旧工事について

発電所事故について中四国産業保安監督部への報告内容とヘッ
ドタンクの改修案について説明を受けた。

教育課

住民課

総務課

総合文化センター会館20周年
事業の実施について 合計入場者数、入場料及び費用についての報告を受けた。

日南清掃センター現地確認 清掃センター工事計画及び浄化槽保守点検の内容について調査
した。

環境保全対策事業の実施状況
について

環境審議会の名簿、活動記録等について、老朽危険家屋の申請
数、若松鉱山には低濃度PCBを含む機器が29台ある事等の報告。
まめな水は今後一本化していきたいとの説明を受ける。

ふるさと納税の状況について 27年度はインターネット申し込みが可能になり寄付金が増加。

経済福祉常任委員会
調査及び報告事項 結果及び意見担当課

7月14日

 

農林課 新規就農者支援・認定農業者
支援・林業後継者支援について

農業後継者育成事業予算・林業後継者育成事業予算等の説明と
各支援事業の利用状況について報告を受けた。

8月29日

10月11日

9月12日

日南病院 日南病院アンケート結果に
ついて

整形外科の待ち時間が長い為、予約制の導入。意見として整形
外科及び小児科の医師を確保し、外来者を増やして欲しい。

農　業
委員会 農地パトロール

農業委員と花口地域の
耕作放棄地を調査

委員会 陳情審査 委員会に付託された陳情１件の審査を行った。
農　業
委員会 農業委員会との意見交換会 山寄せの農地が特に荒廃し易く、どれだけの農地を地区に残し

ていくのか話し合いが必要。

中心地域整備に関する
調査特別委員会  9月26日

議会基本問題調査特別委員会

調査及び報告事項 結果及び意見担当課

企画課 道の駅アンケート結果の報告
アンケートに記された意見への対応。地域別来駅者数、売り上
げ、施設利用者数。直売所売り上げ金額、品目別売り上げ比率
などの報告を受けた。

農林課 冬季間の出荷体制について
冬季間は野菜の出荷が減少するので加工品の展示スペースを広
げる。手工芸品の出荷を増やす。餅や米などはイベントを打ち
つつ売り上げを伸ばす。野菜生産については出荷者協議会と協
議していきたいとの説明を受け協議した。

議員定数についての勉強会（8月25日）

 議会基本問題調査特別委員会では、議員定数のあり方
の検討を始めています。去る8月25日には山陰法科大学院
の磯村篤範教授を招いて勉強会を行いましたが、議員定
数についてはさまざまな考え方があることを改めて認識し
ました。
　今後は、10月に開催する議会報告会・意見交換会で住
民のみなさんの意見を直接聞く機会を設けることや、11月
には「住民アンケート」を配布して議会としての結論を導
くための参考にしたいと考えています。
　みなさんの率直な意見をお寄せいただきますよう、よろ
しくお願いします。

ふるさと納税の状況 平成28年9月30日現在道の駅　売上・レジ通過者の状況 集計期間 : 4月22日～8月31日

高額納付者
 10,000千円 1名

H27年6月からインター
ネット申込、クレジット
納付開始

14,000,000円

12,000,000円

10,000,000円

8,000,000円

6,000,000円

4,000,000円

2,000,000円

0円

14,000,000円

12,000,000円

10,000,000円

8,000,000円

6,000,000円

4,000,000円

2,000,000円

0円

12,000人

10,000人

8,000人

6,000人

4,000人

2,000人

0人

平成20年

4月

直売所 レストラン トマト加工 レジ通過者

5月 6月 7月 8月

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

寄附金額（円） 人数

12,954,000円

10,655,888円

1,590,000円
438,316円 750,000円 1,110,000円

2,205,000円 2,490,000円2,490,000円

4,350,000円4,350,000円

600人

500人

400人

300人

200人

100人

0人

8,099,249円8,099,249円

5,663人5,663人

10,758人10,758人

6,246人6,246人

6,774人6,774人
7,354人7,354人

5,906,692円5,906,692円 6,168,812円6,168,812円

7,438,445円7,438,445円

12,946,959円12,946,959円

1,096,428円1,096,428円
2,815,247円2,815,247円

1,699,021円1,699,021円 2,049,209円2,049,209円
2,409,676円2,409,676円

1,758,794円1,758,794円
2,518,998円2,518,998円

1,142,106円1,142,106円 1,260,429円1,260,429円 1,576,216円1,576,216円

常任委員会報告特別委員会報告
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１
．
視
察
先

　

宮
城
県
石
巻
市

２
．
調
査
期
日

　

平
成
28
年
７
月
27
日
か
ら
28

日
（
２
日
間
）

３
．
調
査
概
要

(1)
人
口
16
万
人
の
石
巻
市
に
お

け
る
東
日
本
大
震
災
の
被
害
状

況
は
、
死
者
数
3
，1
7
8
名
。

行
方
不
明
者
数
4
2
2
名
。
避

難
者
数
は
最
大
時
約
５
万
名
。

被
災
住
宅
は
全
半
壊
約
３
万
棟
。

想
像
を
絶
す
る
被
害
に
見
舞
わ

れ
た
。

　

大
震
災
後
、
防
災
対
策
と
し

て
「
守
る
・
逃
げ
る
・
伝
え

る
」
を
念
頭
に
置
い
た
津
波
避

難
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

「
守
る
」
と
は
津
波
対
策
と
し

て
二
線
堤
防
、
津
波
に
も
耐
え

る
高
さ
の
防
潮
堤
。
災
害
用
備

蓄
品
の
整
備
を
行
う
事
。

「
逃
げ
る
」
と
は
津
波
避
難
ビ

ル
の
指
定
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー

の
整
備
。
高
台
避
難
道
路
の
整

備
を
行
う
事
。

「
伝
え
る
」
と
は
P
C
・
ス
マ

ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
か
ら
災

害
に
関
す
る
情
報
を
確
認
で
き

る
配
信
シ
ス
テ
ム
の
導
入
。
ま

た
衛
星
電
話
を
孤
立
集
落
、
総

合
支
所
等
に
設
置
し
、
P
H
S

電
話
を
学
校
に
整
備
。
ま
た
防

災
ラ
ジ
オ
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル

等
の
災
害
情
報
伝
達
手
段
の
多

層
化
も
行
っ
て
い
る
。

(2)
避
難
場
所
と
し
て
体
育
館
等

の
公
共
施
設
を
利
用
す
る
際
の

課
題
で
あ
る
が
、
収
ま
り
き
れ

な
い
数
の
避
難
者
が
あ
り
、
避

難
所
の
運
営
主
体
、
毛
布
や
食

料
の
手
配
、
避
難
者
名
簿
や
安

否
確
認
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
支
援
等
々
従
来
の
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
対
応
で
き

な
か
っ
た
。

　

大
震
災
後
の
取
り
組
み
と
し

て
、
避
難
所
は
常
日
頃
か
ら
複

数
の
場
所
を
想
定
し
災
害
時
の

避
難
所
運
営
等
の
協
力
体
制
構

築
の
た
め
地
域
防
災
連
絡
会
を

設
置
。
要
支
援
者
の
名
簿
は
行

政
区
、
町
内
会
で
作
成
し
介
護

施
設
と
の
協
定
も
結
ん
で
い
る
。

食
料
や
水
、
簡
易
ト
イ
レ
も
備

蓄
し
て
い
る
が
民
間
の
業
者
と

も
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
体
育

館
等
を
避
難
所
と
し
た
場
合
電

気
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
と
し

て
、
太
陽
光
発
電
施
設
と
蓄
電

池
を
設
置
し
て
い
る
。

(3)
議
会
の
災
害
時
の
対
応
で
あ

る
が
、
市
が
出
来
る
限
り
災
害

対
策
に
専
念
す
る
た
め
「
石
巻

市
議
会
東
日
本
大
震
災
対
策
会

議
」
を
設
置
。
議
員
個
人
か
ら

の
市
へ
の
要
望
は
緊
急
の
場
合

を
除
き
対
策
会
議
に
提
出
す
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。
議
会

及
び
議
員
が
と
る
べ
き
基
本
姿

勢
と
し
て
「
石
巻
市
議
会
災
害

対
応
指
針
」
を
策
定
。
ま
た
、

災
害
対
策
本
部
と
連
携
し
て
災

害
対
応
に
あ
た
る
た
め
、
「
石

巻
市
議
会
災
害
対
策
会
議
設
置

要
綱
」
を
定
め
て
い
る
。
平
成

26
年
に
、
「
石
巻
市
防
災
基
本

条
例
」
を
制
定
し
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　

翌
日
、
震
災
後
の
石
巻
市
内

を
視
察
。
地
震
発
生
後
5
年
を

経
過
し
、
堤
防
や
道
路
工
事
等

盛
ん
に
公
共
事
業
が
実
施
さ
れ

て
お
り
徐
々
に
復
興
が
進
ん
で

い
る
印
象
で
あ
っ
た
。

　

全
校
生
徒
1
0
8
名
中
74
名

の
児
童
と
10
名
の
教
員
が
亡
く

な
っ
た
大
川
小
学
校
を
訪
ね
た
。

元
教
員
で
大
川
小
学
校
に
通
う

娘
を
亡
く
さ
れ
た
方
が
「
山
の

方
の
学
校
も
皆
避
難
し
て
い
た
、

な
ぜ
避
難
し
な
か
っ
た
の
か
と

思
う
が
、
子
供
た
ち
を
守
れ
な

か
っ
た
無
念
さ
を
抱
え
先
生
達

も
亡
く
な
っ
た
と
思
う
。
」
と

言
う
言
葉
に
目
頭
が
熱
く
な
っ

た
。

４
．
考
察

　

災
害
発
生
時
に
お
い
て
最
も

強
調
さ
れ
た
の
は
「
と
に
か
く

避
難
」
す
る
事
で
あ
っ
た
。
本

町
で
も
す
で
に
自
治
会
毎
に
防

災
マ
ッ
プ
な
ど
防
災
計
画
の
作

製
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
避

難
所
を
複
数
想
定
し
繰
り
返
し

訓
練
を
行
い
、
問
題
点
を
見
直

す
事
が
重
要
で
あ
る
。
避
難
所

と
し
て
体
育
館
、
学
校
等
を
利

用
す
る
場
合
、
施
設
の
運
営
責

任
者
、
住
民
や
要
支
援
者
の
名

簿
作
成
、
安
否
確
認
を
誰
が
行

う
の
か
な
ど
の
体
制
整
備
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
電
気
の
重

要
さ
を
指
摘
さ
れ
た
。
今
後
整

備
さ
れ
る
施
設
に
お
い
て
は
太

陽
光
発
電
と
蓄
電
池
の
設
置
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

災
害
時
の
議
会
の
対
応
で
あ

る
が
、
日
南
町
議
会
「
災
害
対

応
指
針
」
や
「
災
害
対
策
会
議

設
置
要
綱
」
の
策
定
を
検
討
す

べ
き
だ
と
考
え
る
。

１
．
調
査
先

・
長
野
県
長
和
町

・
長
野
県
青
木
村

２
．
調
査
期
日

　

平
成
28
年
７
月
27
日
か
ら
28

日
（
２
日
間
）

３
．
調
査
概
要

(1)
長
野
県
長
和
町
の｢

農
業
振

　
興
に
つ
い
て｣

　

長
和
町
の
「
山
村
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
同
町
と
東
京

農
業
大
学
が
共
同
で
行
い
、
交

流
が
始
ま
っ
て
か
ら
20
年
以
上

経
過
し
て
い
る
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
大
学
と

町
と
の
独
自
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
継
続
的
に
実
施
。

そ
の
目
的
は
、
遊
休
荒
廃
農
地

の
活
用
と
地
域
伝
統
文
化
の
再

生
を
通
し
て
地
域
再
生
・
活
性

化
を
目
指
す
。

　

町
は
、
東
京
農
業
大
学
教
育

支
援
協
議
会
を
設
置
し
支
援
体

制
を
作
り
、
学
生
か
ら
の
提
案

事
項
の
検
討
や
意
見
交
換
を
行

う
体
制
を
作
っ
て
い
る
。
ま
た
、

学
生
の
宿
泊
費
の
補
助
、
特
産

品
開
発
委
託
等
行
い
、
毎
月
2

泊
3
日
の
日
程
で
20
〜
30
名
の

学
生
が
来
町
し
て
い
る
。

　

農
事
組
合
法
人
が
生
産
か
ら

加
工
販
売
ま
で
一
貫
し
て
取
り

組
む
「
信
濃
霧
山
ダ
ッ
タ
ン
そ

ば
」
は
、
平
成
17
年
か
ら
標
高

8
0
0
ｍ
〜
1
，4
0
0
ｍ
地

帯
で
栽
培
を
行
い
、
現
在
で
は

37　

、
40
ｔ
と
年
々
耕
作
面
積

を
広
げ
て
、
遊
休
荒
廃
地
の
解

消
と
地
域
の
活
性
化
へ
向
け
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

平
成
19
年
、
ダ
ッ
タ
ン
そ
ば

の
共
同
生
産
と
特
産
品
開
発
研

究
、
高
付
加
価
値
農
業
の
展
開

と
地
場
産
業
の
振
興
を
す
す
め

る
た
め
に
「
信
濃
霧
山
ダ
ッ
タ

ン
そ
ば
生
産
組
合
」
を
設
立
。

平
成
22
年
、
町
が
ダ
ッ
タ
ン
そ

ば
の
加
工
直
販
施
設
を
建
設
し
、

運
営
を
委
託
。
生
産
組
合
は
6

次
産
業
化
の
認
定
を
受
け
、

ダ
ッ
タ
ン
そ
ば
の
多
様
な
加
工

を
行
い
、
平
成
26
年
10
月
に
完

成
し
た
ダ
ッ
タ
ン
そ
ば
専
門
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
営
業
販
売
。

(2)
長
野
県
青
木
村
の
「
子
育
て

　
支
援
策
」

　

日
本
一
住
み
た
い
「
村
」
ラ

ン
キ
ン
グ
１
位
の
青
木
村
は
、

「
村
の
子
供
は
村
で
育
て
る
」

を
合
い
言
葉
に
、
保
小
中
一
貫

教
育
で
保
育
園
も
教
育
委
員
会

の
所
管
で
あ
る
。

　

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

「
あ
お
き
っ
こ
は
ぐ
く
み
プ
ラ

ン
」
を
基
本
に
「
子
育
て
サ

ポ
ー
タ
ー
倶
楽
部
」
で
の
議
論

や
実
践
、
「
あ
お
き
っ
子
教
育

ポ
イ
ン
ト
５
か
条
」
を
共
通
認

識
と
し
て
、
子
育
て
支
援
策
を

行
い
、
切
れ
目
の
な
い
少
子
化

対
策
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

「
道
の
駅
あ
お
き
」
は
閉
店

し
た
パ
チ
ン
コ
店
を
改
修
し
て

平
成
16
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
農

産
物
直
売
所
を
ベ
ー
ス
に
、
翌

17
年
に
道
の
駅
を
開
設
。
そ
の

後
、
食
堂
施
設
、
農
産
物
加
工

施
設
が
整
備
さ
れ
、
平
成
27
年

に
は
、
隣
接
地
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト

な
ど
防
災
機
能
を
有
し
た
多
目

的
な
公
園
「
ふ
る
さ
と
公
園
あ

お
き
」
を
整
備
し
て
い
る
。

　

地
方
創
生
拠
点
機
能
は
ゲ
ー

ト
ウ
エ
イ
型
と
し
て
体
験・交
流

学
習
、
特
産
品
の
開
発・継
承
お

よ
び
高
齢
者
宅
配
サ
ー
ビ
ス
等

の
拠
点
機
能
を
新
設
、
拡
充
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
救
命
緊

急
患
者
搬
送
拠
点
、
大
規
模
災

害
時
で
の
自
衛
隊
等
の
参
集
可

能
な
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

の
強
化
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、

平
成
27
年
に
国
の
重
点
道
の
駅

に
選
定
さ
れ
、
道
の
駅
あ
お
き

高
機
能
拠
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

管
理
・
運
営
は
、「（
株
）道
の

駅
あ
お
き
」
が
行
っ
て
い
る
が
、

平
成
27
年
度
の
実
績
は
、
直
売

所
1
億
4
5
0
0
万
円
、
食
堂

2
8
0
0
万
円
の
売
上
。

４
．
考
察

　

農
業
先
進
地
で
あ
る
長
野
県

の
長
和
町
、
青
木
村
と
も
に
、

首
都
圏
か
ら
約
2
時
間
と
い
う

交
通
ア
ク
セ
ス
の
優
位
性
は
あ

る
が
、
遊
休
荒
廃
農
地
対
策
、

特
産
品
開
発
、
道
の
駅
の
運
営

な
ど
農
業
・
農
村
に
お
け
る
環

境
の
厳
し
さ
を
克
服
す
る
道
は

本
町
と
共
通
し
て
い
る
。

　

ま
た
日
南
町
も
新
し
く
、
移

住
・
定
住
対
策
を
地
方
創
生
の

総
合
戦
略
プ
ラ
ン
と
一
体
に
す

す
め
る
た
め
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

保
育
料
の
完
全
無
償
化
な
ど
の

子
育
て
支
援
策
を
分
か
り
や
す

く
作
成
し
て
積
極
的
に
町
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
急
が

れ
る
。

ha

直営レストラン「緑の花そば館」を視察

震災後の大川小学校跡地を視察

行政調査報告行政調査報告
総務教育常任委員会

　総務教育常任委員会（委員長・山本芳昭）で、東日本大震災の被害状況と今後の防災対策、
避難所として体育館等の公共施設を利用する際の課題及び議会の災害時の対応について調査
を行いました。

経済福祉常任委員会
　経済福祉常任委員会（委員長・久代安敏）で、東京農業大学との共同｢山村再生プロジェクト｣、
遊休荒廃地の解消対策「信濃霧山ダッタンそば」、移住定住対策と子育て支援策、｢道の駅あお
き｣運営状況について調査を行いました。
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第5回臨時会 日野町江府町日南町衛生施設組合の汚泥再生処理センター
新施設工事　順調に進む

し尿処理施設「清化園」（江府町佐川）の
老朽化に伴う新施設の建設

8月9日

①事業の目的
　(公益財団法人)イオン環境財団の補助金を財源として実施す
るもので、日南町で木質バイオマスエネルギーの導入を推進、拡
大していくための事業可能性調査・計画策定を行うものです。
②賦存量調査および実現可能性調査
　現在、利用間伐を中心として活発に施業がすすめられています
が、今後は皆伐も本格化してくると考えられます。その際、重要
なのは中長期的に見て地域の森林の持続可能性と生物多様性
に配慮した利活用ができるかどうかで、本町や周辺地域の林業・
林産業実態を反映した賦存量と利用可能量の詳細設計を行う
ものです。
③希少動植物の実態調査
　県内の素材生産量約19万㎥のうち9万㎥を日南町で生産して
おり、環境保全と生態系に配慮しつつFSC森林認証を取得して
いる森林から搬出されています。これからの林業には「環境」を
テーマとする経営が求められることから、綿密な希少動植物の
調査も合わせて行います。

○目　　　的 「清化園」（１９６４年設置約５０年）の老朽化と、下水道や農業集落排水設備の充実  
 でし尿が減り、汚泥が増える環境変化に対応する為と、環境に配慮した施設とする。

○事　業　費 １６億１８００万円（日南町負担率約３８％）
○処 理 方 式 膜分離高負荷脱窒素処理方式
○資源化方式 リン化合物回収・・・農作物の肥料として利用
 助燃剤化して、焼却炉等の補助燃料として利用
○着 工 時 期 平成２６年  ６月　８日
○竣 工 時 期 平成２９年１１月３０日
○処　理　量

○構 造 概 要　鉄筋コンクリート造（地下１階、地上２階）

日野町江府町日南町衛生施設組合とは
　日野郡３町の、し尿及びごみの共同処理を行うことを目的とする一部事務組合です。この組合は昭和３９年７
月に設立し、本町は、し尿の共同処理を目的に、昭和４６年１０月に加入しました。

衛生施設管理組合議会の主な議会構成
◆ 管理者（白石祐治江府町長） ◆ 副管理者（増原聡日南町長、景山亨弘日野町長）
◆ 議　長（中原明日野町議会議員） ◆ 副議長（荒木博日南町議会議員）
◆ 組合の議会の議員の定数は９人とし、組合町ごとに各３人を選出。
　日南町選出議員は、荒木博議員、足羽覚議員、大西保議員。

　子育て支援センターで毎月１回、小児科医師を
講師に招き、座談会および子どもの医療に関する
個別相談会を開催する。

　日南町の特別職の給与の特例に関する条例の一部改正が提案され、
町長、副町長、教育長の給与を３ヶ月間減額することを議決しました。
　減額された金額は、特別職合計で1,290千円となります。

役職
町　長
副町長
教育長

減額率
30%
20%
10%

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回

10 /31(月)
11 /14(月)
12 /12(月)
1 /23(月)
2 /13(月)
3 /13(月)

予防接種について
感染症予防について
発熱や嘔吐･下痢の対処について
子どもの発達や発育について
子どものちょっと困ったくせについて
ケガと応急処置について

開催日
終　了

小 田   慈 先生
おだ　 めぐみ

座談会内容

（母子健診相談指導事業 40万円)

【プロフィール】

鳥取市出身。現在は、岡山
市在住。岡山大学名誉教授、
新見公立大学特任教授を務
めながら、新見中央病院小
児科にて週2日診療にも携
わる。

時間：いずれも14時～15時45分

（完成予定図） （現在の工事状況写真）

し　　　　　　　　 尿

浄　化　槽　汚　泥

集 落 排 水 処 理 汚 泥

公共下水道処理汚泥

３．０ KL/日

３．４ KL/日

４．７ KL/日

３．９ KL/日

どう活かす山の恵み

子育て支援センターで相談を受ける小田先生

補正予算額1,483万円

条例の一部改正

木質バイオマスエネルギー資源の
活用のための調査費を可決

三吉地区水路災害等に対する損害賠償が発生した
ことによる特別職の減給

補正予算で、あたらしく始まった
「にっこりサロン～ヘルス編～」 至

米
子

江尾駅

佐川

国
道
181
号
線

清化園

181
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瑛介くん（右）翔くん（左）と笑顔で

　

９
月
定
例
会
は
、
前
年
度
の
決
算

審
査
を
行
う
た
め
に
議
会
の
会
期
が

長
く
、
議
員
も
執
行
部
も
緊
張
の

日
々
が
続
く
。

　

町
の
執
行
部
と
議
会
は
、
安
全
走

行
の
た
め
の
自
動
車
の
デ
フ
ギ
ャ
ー

（
差
動
装
置
）
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
車
の
両
輪
と
言
わ
れ
る
。
よ
り
良

い
方
向
に
進
む
た
め
に
は
多
様
な
考

え
を
調
整
す
る
こ
と
が
大
切
だ
か
ら

で
あ
る
。

　

初
め
て
の
18
歳
選
挙
権
が
行
わ
れ

た
参
院
選
か
ら
３
ヶ
月
。
「
合
区
」

に
し
て
も
１
票
の
格
差
の
「
違
憲
状

態
」
と
の
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
。

　

議
会
制
民
主
主
義
の
根
幹
に
か
か

わ
る
選
挙
制
度
こ
そ
早
急
に
解
決
す

べ
き
議
会
人
の
課
題
で
あ
る
。

　
日
南
小
学
校
５
年
生（
26
名
）は
、

総
合
学
習
の
時
間
に
、足
羽
邦
穂
さ

ん（
霞
）の
田
ん
ぼ
を
お
借
り
て
毎
年

も
ち
米
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
田
植
え
、稲
刈
り
、脱
穀
。冬
に
は

餅
つ
き
や
お
こ
わ
を
つ
く
り
ま
す
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長　

久
代　

安
敏

　
　
　

副
委
員
長　

足
羽　
　

覚

　
　
　

委　
　

員　

大
西　
　

保

　
　
　
　

 

〃　
　

  

近
藤　

仁
志

　
　
　
　

 

〃　
　

  

福
田　
　

稔

健
太
郎
さ
ん
19
歳
の
時
、
平
成
20
年

「
き
こ
り
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
て
一
週

間
ほ
ど
日
南
町
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ

し
て
21
年
ゆ
き
ん
こ
村
で
の
交
流
会
に

も
参
加
、
そ
の
席
で
ア
ッ
プ
フ
ァ
ー
ム

高
橋
代
表
か
ら
仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ

な
い
か
と
懇
願
さ
れ
22
年
3
月
に
移
住

し
ま
し
た
。
27
年
よ
り
エ
コ
フ
ァ
ー
ム

細
屋
に
就
職
先
は
変
わ
り
ま
し
た
が
米

作
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

か
お
り
さ
ん
22
年
7
月
健
太
郎
の
お
母

さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
と
「
隠
岐
ツ
ア
ー
」

に
参
加
、
途
中
日
南
町
に
立
ち
寄
っ
た

の
が
最
初
の
出
会
い
で
す
。

健
太
郎
さ
ん
僕
が
一
目
惚
れ
し
ま
し
た
。

帰
っ
て
か
ら
は
電
話
で
猛
ア
タ
ッ
ク
。

か
お
り
さ
ん
前
か
ら
都
会
は
窮
屈
と
考

え
て
い
た
部
分
も
あ
り
、
米
作
り
の
で

き
る
人
っ
て
か
っ
こ
い
い
ナ
と
か
、
仕

事
で
こ
ん
が
り
日
焼
け
し
て
活
き
活
き

暮
ら
し
て
い
る
姿
に
憧
れ
る
よ
う
に
な

り
24
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。

健
太
郎
さ
ん
皆
が
不
便
と
感
じ
る
事
が

我
々
は
逆
で
、
繁
華
街
・
レ
ス
ト
ラ

ン
・
コ
ン
ビ
ニ
が
遠
い
と
、
諦
め
る
と

い
う
選
択
肢
が
あ
る
事
に
気
付
い
た
ん

で
す
。

か
お
り
さ
ん
都
会
、
田
舎
と
も
良
い
面
、

悪
い
面
有
る
け
ど
、
何
を
優
先
し
て
暮

ら
す
か
考
え
た
と
き
、
私
た
ち
の
価
値

観
は
い
な
か
に
あ
り
ま
し
た
。
人
と
の

繫
が
り
が
目
に
見
え
て
出
来
て
行
く
の

が
嬉
し
い
し
、
楽
し
い
。

健
太
郎
さ
ん
日
南
で
の
子
育
て
は
補
助

が
手
厚
く
大
変
有
難
い
。
た
だ
、
バ
ス

で
友
達
の
所
に
遊
び
に
行
く
姿
は
不
安

に
感
じ
る
。

か
お
り
さ
ん
小
児
科
が
な
い
の
は
仕
方

な
い
。
そ
れ
よ
り
大
自
然
の
中
で
五
感

を
フ
ル
活
用
し
て
体
の
土
台
作
り
が
で

き
る
方
が
貴
重
、
都
会
の
お
母
さ
ん
は

結
構
孤
独
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
で

は
泣
か
す
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
で
す
。

こ
っ
ち
で
は
泣
い
て
い
た
ら
隣
の
お
ば

さ
ん
の
方
が
心
配
し
て
く
れ
る
。
保
育

料
の
無
料
に
も
都
会
の
人
は
ビ
ッ
ク
リ
、

憧
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
町
と
言
っ
た
イ
ン

パ
ク
ト
あ
る
事
を
も
っ
と
宣
伝
し
て
女

性
を
呼
び
込
む
こ
と
が
必
要
で
は
。

健
太
郎
さ
ん
大
き
な
公
園
が
有
っ
た
ら

と
思
う
、
木
の
町
の
特
性
を
活
か
し
た

木
の
遊
具
を
揃
え
た
他
に
な
い
公
園
が

い
い
ナ
、
近
隣
か
ら
も
来
て
貰
え
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。

か
お
り
さ
ん
道
の
駅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

働
い
て
い
ま
す
が
、
道
の
駅
に
来
ら
れ

る
の
が
目
的
で
な
い
方
も
お
ら
れ
る
の

で
、
何
か
の
つ
い
で
の
方
策
も
考
え
な

い
と
。

健
太
郎
さ
ん
米
の
作
り
手
が
い
な
く

な
っ
た
時
、
若
者
に
負
担
が
来
る
。
都

会
で
か
つ
て
の
自
分
み
た
い
に
く
す

ぶ
っ
て
い
る
若
者
を
呼
び
寄
せ
た
い
。

か
お
り
さ
ん
移
住
者
の
受
け
入
れ
に
協

力
で
き
る
こ
と
が
有
っ
た
ら
手
伝
い
た

い
。

　

移
住
者
目
線
で
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト

を
リ
レ
ー
す
る
シ
ス
テ
ム
作
り
が
出
来

た
ら
い
い
ナ
、
何
に
困
っ
た
か
、
何
が

役
立
っ
た
か
を
伝
え
た
い
。
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